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去
る
３
月
末
、
一
人
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・

上
智
大
ザ
ビ
エ
ル
高
校
奨
学
生
が
４

年
間
の
上
智
大
で
の
勉
学
を
終
え
、

卒
業
、
パ
ラ
オ
に
帰
国
し
ま
し
た
。

国
際
経
済
・
経
営
を
学
ん
だ
ウ
バ
イ

は
、
姓
を
キ
ン
ジ
ョ
ー
と
言
い
、
家

系
の
ル
ー
ツ
は
沖
縄
に
あ
る
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
大
学
で
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
属
し
活
躍
し
ま
し
た
。

彼
の
卒
業
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

さ
さ
や
か
な
送
別
ラ
ン
チ
で
、
今
後

の
多
幸
を
祈
念
し
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に
、
こ
の
奨
学
金
事
業
に
対
し
資

金
を
含
め
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
関

係
者
、
団
体
の
皆
様
に
深
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
９
月
に
は
、

我
々
の
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り

上
智
大
大
学
院
で
環
境
学
を
勉
強
し

て
き
た
中
米
カ
リ
ブ
の
バ
ル
バ
ド
ス

の
留
学
生
が
卒
業
す
る
予
定
で
す
。

何
時
も
活
発
に
議
論
に
貢
献
す
る
ニ

キ
ー
タ
の
姿
に
は
、
皆
が
元
気
づ
け

ら
れ
ま
す
。

　

教
育
は
、
国
の
力
の
重
要
な
部
分

を
成
し
ま
す
。
日
本
の
大
学
に
も
多

く
の
留
学
生
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
高
水
準
の
、
開
か
れ
た
、

世
界
的
な
教
育
は
、
広
い
意
味
で
の

文
化
力
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
で
あ
り
、

世
界
へ
の
貢
献
で
も
あ
り
ま
す
。
今
、

米
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ハ
ー
バ
ー
ド

大
な
ど
に
対
し
て
留
学
生
政
策
等
を

変
更
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
て
い
ま

す
。「
い
じ
め
」
と
も
い
え
る
か
か
る

介
入
は
、
思
想
や
科
学
の
自
由
を
損

な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
学
は
こ

れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ー

バ
ー
ド
は
、
世
界
屈
指
の
大
学
で
あ

り
、
広
く
世
界
の
「
ベ
ス
ト
・
ア
ン

ド
・
ブ
ラ
イ
テ
ス
ト
」
の
学
生
が
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
現
地
で
見
た
そ
の

知
的
生
産
力
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
や
ナ
イ
と
い
っ
た
世

界
的
に
著
名
な
学
者
が
自
分
で
持
っ

て
き
た
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
や
リ
ン
ゴ

に
齧
り
付
き
な
が
ら
、
学
生
と
真
剣

な
議
論
を
し
て
い
る
ブ
ラ
ウ
ン
・
バ
ッ

グ
・
ラ
ン
チ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
大
学
へ
の
「
い
じ
め
」
が
続

く
と
、
結
局
、
米
の
力
を
弱
め
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
力
も
削
ぐ
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り

ま
す
。
影
響
を
受
け
る
学
生
達
の
不

安
は
、
想
像
に
余
り
あ
り
ま
す
。
大

事
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
願
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。	

	
 

（
６
／
23
記
）

２
０
２
５
年
７
月

一
般
財
団
法
人 

国
際
協
力
推
進
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
） 

理
事
長 

重
家 

俊
範

5 月 第 417 回早朝国際情勢講演会
（講師：前駐エジプト特命全権大使　岡 浩 氏）

第 418 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省中南米局審議官　高橋 美佐子 氏）

6 月

1 月

2 月

3 月

第 413 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省総合外交政策局長　河邊 賢裕 氏）

第 414 回早朝国際情勢講演会
（講師：前駐ミャンマー特命全権大使　丸山 市郎 氏）

第 415 回早朝国際情勢講演会
（講師：前駐ウクライナ特命全権大使　松田 邦紀 氏）

4 月

第 416 回早朝国際情勢講演会
（講師：前駐英国特命全権大使　林 肇 氏）

ジャマイカ外務・貿易省二国間関係局長招待計画

第 6 期ザビエル留学生のウバイさんが上智大学を卒業

APIC の留学生たちが丹波篠山にて国内研修

APIC の留学生たちが丹波篠山にて国内研修07

留学生支援事業

第 6 期ザビエル留学生が上智大学を卒業

次期留学生が決定

「ザビエル高校留学生奨学金制度」へのご寄付のお願い

06

第 8 期ザビエル留学生　ユリ・ホセイさん09
INTERVIEW
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カ
リ
ブ
事
業

カリブ事業

か
、
現
代
に
も
通
じ
る
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て

い
ま
す
。

気
象
庁

　

４
月
４
日
の
午
後
の
気
象
庁
で
は
、
最
初

に
、
２
階
の
見
学
施
設
で
、
津
波
が
起
こ
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
地
震
、
火
山
噴
火
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
気
象
予
報
・

台
風
・
津
波
観
測
を
行
っ
て
い
る
フ
ロ
ア
ー

で
、
モ
ニ
タ
ー
が
多
数
配
置
さ
れ
て
い
る
部
屋

の
中
を
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
廊
下
か
ら
見
な
が

ら
、
予
報
士
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
予
報
士
が
行
っ

て
い
る
仕
事
の
内
容
、
特
に
津
波
情
報
の
発

表
や
総
理
へ
の
連
絡
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
24
時

間
体
制
で
観
測
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
緊
張

感
の
伝
わ
る
仕
事
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
２
０
２
５
年
４
月
２
日
か
ら

９
日
ま
で
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
外
務
・
貿
易
省
の

ニ
コ
レ
ッ
ト
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
二
国
間
関
係

局
長
を
訪
日
招
待
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
歓
迎
夕
食
会

　

４
月
３
日
午
前
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
局
長
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
重
家
俊
範
理
事
長
か
ら
は
、
歓

迎
の
後
、
日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
荒
木

恵
事
務
局
長
か
ら
日
程
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
仙
台
の
視
察
に
は
田
中
一
成

常
務
理
事
が
、
都
内
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は

荒
木
事
務
局
長
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
８
日
夕
刻
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、

重
家
理
事
長
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
同
夕
食
会
に
は
、
リ
チ
ャ
ー
ズ

駐
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
を
始
め
、
上
智
大
学

大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
の
教
授
や
元
駐

ジ
ャ
マ
イ
カ
お
よ
び
バ
ル
バ
ド
ス
大
使
、
外

務
省
中
南
米
局
を
含
め
、
18
名
が
出
席
し
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
局

カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

ジ
ャ
マ
イ
カ
外
務
・
貿
易
省
二
国
間
関
係
局
長
招
待
計
画

APIC 事務所にて。左から、APIC 田中常務理事、ウイリアムズ局長、APIC 重家理事長、荒木事務局長

左：JICA にて／右：重家理事長主催の歓迎夕食会にて、リチャーズ駐日ジャマイカ大使による挨拶

上智大学にて

滞在中の主なスケジュール

4/2（水）
- 来日
- リチャーズ駐日ジャマイカ大使主催夕食会

4/3（木）

- APIC 事務所にてブリーフィング
- JICA 訪問
- 野口泰 外務省中南米局長主催昼食会
- 駐日ジャマイカ大使館 表敬訪問
- 歌舞伎 鑑賞 

4/4（金）
- 東京消防庁 本所防災館 訪問
- 気象庁 訪問
- 上智大学 訪問

4/5（土）
- 京都へ移動
- 京都市内観光

4/6（日）
- 京都市内観光
- 東京へ移動

4/7（月）

- 仙台へ移動
- 石巻市 震災遺構大川小学校 訪問
- シーパルピア女川 訪問
- 東松島市震災復興伝承館 訪問
- 東京へ移動

4/8（火） - 重家 APIC 事長主催夕食会

4/9（水） - 離日

（基礎データ出展：外務省 HP）

中米カリブ海地域に位置する立憲君主制国家。1962
年にイギリス連邦加盟国として独立。

面積：約 10,990㎢（岐阜県とほぼ同じ大きさ）（世銀）
人口：282.7 万人（2022 年、世銀）
首都：キングストン
民族：アフリカ系が 9 割
言語：英語（公用語）、ジャマイカ・クレオール語
　　　（いわゆる「パトワ語」を含む）
宗教：キリスト教

ジャマイカ
Jamaica

問
し
、
種
々
の
防
災
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

防
災
館
で
は
、
地
震
の
揺
れ
の
体
験
、
初
期

消
火
や
応
急
救
護
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
）、

火
災
の
煙
か
ら
の
避
難
要
領
な
ど
、
防
災
に

関
す
る
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
体
験
を
し
ま
し

た
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
地
震

が
あ
り
、
日
本
と
共
通
し
た
自
然
災
害
が
あ

る
の
で
、
局
長
も
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。
シ
ア
タ
ー
で
は
、
関
東
大
震

災
を
体
験
し
た
松
本
ノ
ブ
さ
ん
が
残
し
た
記

録
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
動
画
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
が
、
関
東
大
震
災
を
追
体
験
す
る
こ

と
で
、
日
ご
ろ
の
防
災
意
識
を
高
め
、
命
を

守
る
防
災
行
動
、
共
助
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
突
然
襲
っ
て
く
る
大
災
害
に
対
し
て

命
を
守
る
た
め
に
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い

協
力
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
局
長
か
ら
謝
意
が
述
べ
ら
れ
、
伊
藤

部
長
か
ら
は
現
在
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
対
し
て
災

害
対
策
分
野
で
の
円
借
款
を
検
討
中
で
あ
る

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

外
務
省
中
南
米
局
長
主
催
の
昼
食
会 

～ 

駐
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
館
訪
問 

～ 

歌
舞

伎
観
劇

　

午
後
は
、
外
務
省
野
口
泰
局
長
主
催
昼
食

会
の
後
、
駐
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
館
を
訪
問

し
、
夕
方
か
ら
歌
舞
伎
座
で
歌
舞
伎
を
楽
し

み
ま
し
た
。

東
京
消
防
庁
本
所
防
災
館
で
防
災
体
験

　

４
月
４
日
の
午
前
は
、
本
所
防
災
館
を
訪

　

そ
の
後
、
地
震
と
火
山
活
動
の
観
測
を

行
っ
て
い
る
班
の
仕
事
に
つ
い
て
、
担
当
官

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
30
年
前
の
神
戸

の
大
震
災
後
に
導
入
さ
れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、

ジ
ャ
マ
イ
カ
に
は
な
い
近
代
的
な
設
備
に
局

長
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

上
智
大
学

　

上
智
大
学
で
は
、地
球
環
境
学
研
究
科
（
大

学
院
）
の
プ
テ
ン
カ
ラ
ム
教
授
と
黄
教
授
に

面
会
し
ま
し
た
。
途
中
か
ら
、
杉
村
美
紀
学

長
も
加
わ
り
、２
０
１
５
年
の
安
倍
総
理
（
当

時
）
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
訪
問
の
際
に
早
下
隆
士

学
長
（
当
時
）
が
同
行
し
、同
総
理
及
び
ジ
ャ

マ
イ
カ
首
相
の
立
会
い
の
下
で
上
智
大
学

が
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
※
１ 

と

Ｍ
Ｏ
Ｕ
※
２ 

を
締
結
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
後
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
ケ
イ
ブ
ヒ
ル
校
と
留
学
生

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結
し
、

長
の
訪
日
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
訪
問

　

４
月
３
日
の
午
前
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
局
長

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
伊
藤
圭
介
中
南
米
部
長
に
面

会
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
７
月
の
巨
大
ハ

リ
ケ
ー
ン
被
害
の
直
後
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
田

中
明
彦
理
事
長
が
ジ
ャ
マ
イ
カ
を
訪
問
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
、
日
本
政
府
か
ら
無
償
資
金

※ 1　The University of the West Indies
（UWI）：西インド諸島の 17 の国と地

域で英語による高等教育を行う大学。
ジャマイカのモナ校、トリニダード・ト
バゴのセント・オーガスティン校、バ
ルバドスのケイブヒル校、アンティグア・
バーブーダのファイブアイランズ校の 4
つのキャンパスの他、グローバルキャ
ンパス（通信制）が各地にある。

※2　Memorandum of Understanding 
（MOU）。学術交流に係る了解覚書。
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ジャマイカ外務・貿易省二国間関係局長招待計画

こ
れ
に
よ
り
現
在
、
バ
ル
バ
ド
ス
か
ら
の
学

生
が
同
研
究
科
に
２
名
在
籍
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
プ
テ
ン
カ
ラ
ム
教
授
、
黄
教
授
が
指

導
教
官
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
の
モ
ナ
校
か
ら
も
留
学
生
を
受
け
入
れ

た
い
な
ど
の
話
も
出
ま
し
た
。
杉
村
学
長
が

指
導
し
て
い
る
博
士
課
程
の
学
生
が
ジ
ャ
マ

イ
カ
人
と
い
う
こ
と
で
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
局

長
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

京
都
観
光

　

週
末
は
、京
都
観
光
で
、金
閣
寺
、龍
安
寺
、

清
水
寺
、
錦
市
場
、
西
陣
織
会
館
、
な
ど
を

訪
問
し
、
古
都
京
都
で
日
本
の
伝
統
・
文
化

を
体
験
し
ま
し
た
。
中
で
も
金
閣
寺
が
印
象

に
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

東
北
の
震
災
―
自
然
の
偉
大
さ
と
脅
威
を

体
感
（
仙
台
市
～
女
川
町
）

・
石
巻
市
震
災
遺
構
大
川
小
学
校

（
１
）
も
と
も
と
こ
の
地
域
は
過
去
津
波
の

被
害
が
な
く
、
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も

津
波
被
災
危
険
地
域
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ

た
（
同
校
は
海
に
面
し
て
お
ら
ず
、
小
高
い

山
を
挟
ん
で
海
も
見
え
な
い
）
も
の
の
、
そ

の
後
学
校
近
く
の
北
上
川
に
新
北
上
大
橋
が

架
け
ら
れ
、
震
災
に
お
い
て
は
こ
の
橋
に
津

波
で
流
さ
れ
た
が
れ
き
が
せ
き
止
め
ら
れ
、

そ
の
結
果
高
さ
30
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
方
向

石巻市震災遺構大川小学校

を
変
え
同
校
に
押
し
寄
せ
た
そ
う
で
す
。
14

時
46
分
の
地
震
発
生
後
、
全
校
生
徒
は
一
旦

校
庭
に
集
ま
っ
た
も
の
の
、
直
ぐ
に
避
難
を

行
う
こ
と
な
く
、
15
時
36
分
に
山
で
は
な
く

近
く
の
空
き
地
に
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
15
時
37
分
に
津
波
が
到
達
し
、
全
校
児

童
１
０
８
名
中
、
欠
席
や
親
族
が
連
れ
帰
っ

た
者
を
除
く
学
校
管
理
下
に
あ
っ
た
児
童
78

名
の
う
ち
74
名
（
う
ち
４
名
は
現
在
も
行
方

不
明
）、
教
職
員
11
名
の
う
ち
10
名
が
犠
牲

と
な
っ
た
の
で
し
た
。

（
２
）
宮
城
県
に
よ
る
大
地
震
・
津
波
発
生

想
定
と
、
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
防
災
体
制

の
見
直
し
指
示
は
あ
っ
た
も
の
の
、
上
記
の

状
況
か
ら
同
校
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
山
へ

逃
げ
る
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
遺
族
等
は
事
実
確
認
を
求
め
る
と
と

も
に
、
学
校
や
教
育
委
員
会
、
県
の
責
任
を

問
う
訴
訟
を
起
こ
し
、
２
０
１
８
年
の
高
裁

判
決
は
十
分
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
用
意
さ
れ
て

い
れ
ば
地
震
発
生
と
同
時
に
避
難
が
可
能

で
、
犠
牲
も
最
小
限
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の

で
し
た
（
最
高
裁
も
こ
れ
を
支
持
し
確
定
）。

（
３
）
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
局
長
は
極
め
て
厳

か
に
か
つ
食
い
入
る
よ
う
に
説
明
に
聞
き

入
り
な
が
ら
視
察
さ
れ
、"Very sobering 

experience"

と
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

・
女
川
町
道
の
駅
（
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
）

（
昼
食
）

（
１
）
被
災
し
た
女
川
市
の
中
心
部
に
、
新

市
庁
舎
を
中
心
に
設
け
ら
れ
た
シ
ー
パ
ル
ピ

ア
女
川
（
飲
食
店
、
お
土
産
物
屋
、
理
容
・

美
容
・
ネ
イ
ル
シ
ョ
ッ
プ
等
が
集
ま
る
）
で

昼
食
。

（
２
）
昼
食
後
、
女
川
港
に
面
し
た
震
災
遺

構
旧
女
川
交
番
を
視
察
。
同
交
番
は
２
階
建

て
の
鉄
筋
建
築
で
す
が
津
波
に
よ
り
水
没

し
、
津
波
の
力
で
横
倒
し
と
な
る
と
い
う
極

め
て
稀
な
例
と
し
て
震
災
遺
構
と
な
っ
て
い

ま
す
。

・
東
松
島
市
震
災
復
興
伝
承
館

（
１
）
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
旧
野
蒜
（
の
び
る
）
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「ザビエル高校留学生奨学金制度」へのご寄付のお願い

　学生への支援をより一層充実させるため、
本奨学金制度へのご寄付をお願いしておりま
す。いただいた寄付金は、留学生の受け入れ
にかかわる渡航費、入学金、授業料、生活費
等に活用させていただいております。
　皆様のおかげで、留学生たちは上智大学で
充実した生活を送っています。皆様の温かい
ご支援に厚く御礼申し上げますとともに、今後
ともご協力をお願い申し上げます。

対　象 ザビエル高校卒業生（毎年１～ 2 名入学）

留学先 上智大学国際教養学部 / 理工学部英語コース /
 Sophia Program for Sustainable Futures (SPSF)

奨学金 卒業までの４年間の奨学金を授与

振込先 三菱 UFJ 銀行　本店（店番 001）　普通口座 1660339
口座名：一般財団法人　国際協力推進協会　奨学金募金口
カナ名：ザイ）コクサイ キヨウリヨク スイシン キヨウカイ
※振込手数料はご負担をお願いしております。

● ザビエル高校（Xavier High School）とは

1952 年、ミクロネシア連邦チューク州ウエノ島にイエズス会によって設立されました。4 年制の男女共学で、生徒の数は約 150 名
です。北太平洋地域で最も著名な高校で、ミクロネシア連邦のみならず、パラオ共和国、マーシャル諸島共和国などからも生徒が
集います。生徒の学業水準はこの地域において最高水準であり、過去の卒業生には、モリ元大統領やクリスチャン元大統領をはじめ、
この地域の政界・経済界のリーダーを輩出しています。

第
６
期
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生

が
上
智
大
学
を
卒
業

こ
の
度
、
２
０
２
５
年
度
に
受
け
入
れ
予
定

の
留
学
生
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

次
期
留
学
生
が
決
定

２
０
２
５
年
３
月
24
日
、
第
６
期
ザ
ビ

エ
ル
留
学
生
の
ウ
バ
イ
・
キ
ン
ジ
ョ
ー

さ
ん
が
上
智
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。

ウ
バ
イ
さ
ん
は
上
智
大
学
国
際
教
養
学

部
で
４
年
間
、
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

APIC 重家理事長（左）とウバイさん（右）

駅
舎
を
復
旧
・
改
築
し
た
も
の
。
２
階
建
て

の
同
駅
舎
は
、
２
階
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ

ま
し
た
が
、
駅
職
員
等
は
机
等
を
重
ね
て
屋

上
に
避
難
し
て
無
事
で
し
た
。

（
２
）
館
内
に
は
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
で

有
名
な
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
所
属
す
る
自

衛
隊
松
島
基
地
（
視
察
中
も
、
時
折
戦
闘
機

の
飛
行
音
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
）
を
含
む

同
市
の
震
災
と
そ
の
後
の
復
興
の
模
様
に
つ

い
て
の
各
種
展
示
が
あ
り
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

局
長
は
英
語
字
幕
付
き
映
画
（
約
45
分
）
を

食
い
入
る
よ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

6 APIC No.20 ・ July 2025

第 10 期ザビエル留学生第 3 期 APIC-UWI 留学生

リュー・ナーカソーニー さん

Mr. Ryu Nakasone

クレートン・サム さん

Mr. Kreitton Sam

ショネル・グリフィス さん

Ms. Shonnelle Griffith

バルバドス出身 ミクロネシア連邦出身 ミクロネシア連邦出身
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Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
留
学
生
た
ち
が
丹
波
篠
山
に
て
国
内
研
修

　

太
平
洋
・
カ
リ
ブ
地
域
か
ら
来
日
し
、

上
智
大
学
お
よ
び
弊
財
団
の
奨
学
金
を

受
給
し
つ
つ
、
学
位
取
得
を
目
指
す
留

学
生
５
名
が
、
２
０
２
５
年
３
月
12
日

か
ら
14
日
に
か
け
て
、
兵
庫
県
の
丹
波

篠
山
に
て
国
内
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
、
日
本
の
地
方
都
市
を
訪
問

し
、
人
的
交
流
や
文
化
体
験
を
通
じ
て

日
本
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
弊
財
団
か

ら
は
、
喜
多
萌
子
が
同
行
し
ま
し
た
。

１
日
目

　

午
前
中
に
東
京
を
出
発
し
、
午
後
１

時
頃
に
丹
波
篠
山
へ
到
着
。
午
後
２
時

か
ら
は
郷
土
食
調
理
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
丹
波
篠
山
地
域
は
イ
ノ
シ
シ
肉
や

黒
豆
で
知
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
れ

ら
を
使
っ
た「
獅
子
汁
」と「
黒
豆
寿
司
」

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
現
地
で
食
育
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

お
菓
子
づ
く
り
に
取
り
組
む
管
理
栄
養

士
・
河
村
知
佳
さ
ん
で
す
。
学
生
た
ち

は
、
調
理
方
法
だ
け
で
な
く
、
料
理
に

ま
つ
わ
る
歴
史
や
地
域
の
特
色
に
つ
い

て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
獅
子
汁
は
、
明
治
時
代

に
駐
屯
し
て
い
た
陸
軍
兵
が
イ
ノ
シ
シ

を
捕
獲
し
、
料
亭
で
調
理
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
に
始
ま
り
、
家
庭
で
は
獅
子
汁
、

外
食
で
は
「
ぼ
た
ん
鍋
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
黒
豆

寿
司
は
粘
土
質
で
肥
沃
な
土
地
を
活
か

し
た
丹
波
篠
山
な
ら
で
は
の
料
理
で
、

お
花
見
や
お
祝
い
の
席
で
よ
く
作
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
酢
を
加
え

る
こ
と
で
米
が
ピ
ン
ク
色
に
色
づ
く
た

め
、
お
稲
荷
さ
ん
の
皮
を
上
向
き
に
し

て
そ
の
色
合
い
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
文
化
的
な
工
夫
に
つ
い
て
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
食
の
調
理
に
初
め
て
挑
戦
す
る

学
生
も
多
く
、
調
理
や
食
文
化
、
歴
史

的
背
景
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
深

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
調
理
後

は
河
村
さ
ん
と
と
も
に
試
食
し
、
留
学

生
の
母
国
文
化
や
留
学
生
活
に
つ
い
て

の
会
話
を
交
え
、
和
や
か
な
交
流
の
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

２
日
目

　

午
前
中
は
、
丹
波
篠
山
市
草
山
地
区

に
あ
る
野
生
鳥
獣
研
究
所
「
け
も
の
ら
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
研
究
所
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
金
山
俊
作
さ
ん
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
野
生
動
物
と
の
共

生
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
害
獣
駆
除
や
解
剖
の
機
会
の
提

供
の
ほ
か
、
森
林
管
理
を
通
じ
て
人
と

動
物
の
適
切
な
距
離
を
保
つ
活
動
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
森
林
の
管
理
の
取
り
組
み

の
一
環
で
あ
る
小
規
模
な
自
伐
型
林
業

の
モ
デ
ル
林
を
見
学
し
、
作
業
道
の
作

り
方
や
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
自
伐
型
林
業
と
は
、

山
へ
の
負
荷
を
最
小
限
に
し
な
が
ら
少

し
ず
つ
森
林
を
整
備
す
る
方
法
で
あ

り
、
学
生
た
ち
は
熱
心
に
資
金
調
達
方

法
や
実
践
技
術
に
つ
い
て
質
問
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

午
後
は
今
田
地
区
へ
移
動
し
、「
陶

の
郷
」
の
見
学
と
「
省
三
窯
」
に
て
陶

芸
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
陶
の
郷
で
は

約
50
の
窯
元
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
学
生
た
ち
は
作
風
の
違
い
を
見
比

べ
た
り
、
気
に
入
っ
た
作
品
を
購
入
し

た
り
し
ま
し
た
。
古
丹
波
な
ど
の
歴
史

的
な
丹
波
焼
と
現
代
作
品
の
比
較
も
興

味
深
い
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

省
三
窯
で
は
、
陶
芸
家
・
市
野
元
和

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
マ
グ
カ
ッ
プ
や

湯
呑
の
手
び
ね
り
制
作
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
作
品
制
作
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

「
半
農
半
陶
」
と
い
う
、
か
つ
て
の
農
業

と
陶
芸
を
両
立
し
た
暮
ら
し
に
つ
い
て

の
話
も
あ
り
、
地
域
の
暮
ら
し
と
文
化

に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
完

成
し
た
作
品
は
約
３
週
間
後
に
届
き
、

学
生
た
ち
は
実
物
を
手
に
取
っ
て
大
変

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

３
日
目

　

最
終
日
は
、
篠
山
城
跡
お
よ
び
そ
の

周
辺
に
あ
る
青
山
歴
史
村
、
丹
波
篠
山

デ
カ
ン
シ
ョ
館
、
武
家
屋
敷
安
間
家
資

料
館
、
歴
史
的
建
造
物
保
存
地
区
を
見

学
し
ま
し
た
。
各
施
設
で
は
英
語
に
よ

る
篠
山
城
の
歴
史
や
「
デ
カ
ン
シ
ョ
節
」

の
紹
介
映
像
が
上
映
さ
れ
、
学
生
た
ち

は
熱
心
に
視
聴
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
研
修
を
通
じ
て
、
学
生
た

ち
は
日
本
の
伝
統
文
化
や
地
域
の
暮
ら

し
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の

交
流
を
通
じ
て
相
互
理
解
も
促
進
さ
れ
、

非
常
に
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
初
日

に
１
名
の
学
生
が
新
幹
線
内
に
携
帯
電

話
を
忘
れ
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
に
発
見
さ
れ
、
帰
路
で

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
国

で
あ
れ
ば
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
多
い

携
帯
電
話
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
、
当

該
学
生
は
日
本
人
の
他
人
へ
の
思
い
や

り
や
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
、
深
い
感
銘
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
日
本
文
化
の
体
験
に
と
ど

ま
ら
ず
、
日
本
社
会
へ
の
理
解
を
深
め

る
貴
重
な
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

手びねり制作に挑戦

1&2. 「獅子汁」と「黒豆寿司」づくりに挑戦中の学生たち　3. 巻き割り体験　4. 自伐型林業のモデル林を見学

1

3

2

4

上智大学・ミクロネシア自然保 護 基
金（Micronesia Conservation Trust：
MCT）・APIC の三者間の合意に基づき、
ミクロネシア 3 カ国からの留学生を受
け入れ、上智大学大学院地球環境学研
究科での修士号取得を支援するプログ
ラムです。2017 年のプログラム開始以
降、これまでに 10 名が卒業しました。

APIC-MCT 留学生

2014 年に始まった奨学金 制度で、
ミクロネシア連邦チューク州にある
ザビエル高校・上智大学・APIC の
三者間の合意に基づき、ザビエル高
校から上智大学への留学生を支援す
るプログラムです。本奨学金制度に
より、これまでに 7 名が本奨学金制
度によって上智大学を卒業しました。

ザビエル留学生APIC-UWI 留学生

カリブ地域の国々の環境問題に関して取り組
み、国際社会に貢献できる人物を育成する
ことを目的として、APIC-MCT 留学制度と同
様に、上智大学大学院地球環境学研究科で
修士号の取得を支援するプログラムです。西
インド諸島大学（The University of the West 
Indies：UWI）・上智大学・APIC の三者間の協
定が締結され、2023 年度より開始しました。

APICでは太平洋・カリブ地域の留学生を支援するため、現在３つの奨学金制度を設けております。
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留学生支援事業

ユリ・ホセイさん
Ms. Yuri Hosei
第 8期ザビエル留学生（2023 年入学）

INTERVIEW

※ 2020 年度秋学期に開設された、英語による学位取得プログラム。

日
本
へ
の
留
学
に
つ
い
て

―
―
日
本
お
よ
び
上
智
大
学
で
学
ぶ
こ
と

を
決
断
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。

　

私
が
日
本
で
勉
強
す
る
こ
と
に
決
め
た

の
は
、
母
が
日
本
人
で
あ
り
、
パ
ラ
オ
で

育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
自
分
の
ル
ー
ツ
の

一
部
と
つ
な
が
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
か
ら
で
す
。
ず
っ
と
日
本
に
住
ん

で
み
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
の
で
す
が
、

正
直
に
言
っ
て
、
ま
さ
か
本
当
に
東
京
に

来
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

上
智
大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
特
に
英
語

学
科
を
中
心
に
、
と
て
も
魅
力
的
な
英
語

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
英
語

で
学
び
な
が
ら
、
日
本
の
文
化
や
日
常
生

活
に
浸
る
と
い
う
環
境
が
、
自
分
に
と
っ

て
と
て
も
合
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
９
月
に
第
８
期
ザ
ビ
エ

ル
留
学
生
と
し
て
上
智
大
学
総
合
人

間
科
学
部
に
入
学
し
た
ユ
リ
・
ホ
セ

イ
さ
ん
。
今
回
は
、
日
本
へ
の
留
学

の
動
機
や
、
競
泳
選
手
と
し
て
出
場

し
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
４

の
思
い
出
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
て
和
訳
）

―
―
今
、
ど
の
よ
う
な
勉
強
・
研
究
を
し

て
い
ま
す
か
。

　
「Sophia Program

s for Sustainable 

Futures

（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｆ
）」
※

の
教
育
学
科

で
学
ん
で
い
ま
す
。

―
―
日
本
で
の
学
生
生
活
は
い
か
が
で
す

か
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
な
ど
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
で
の
学
生
生
活
は
本
当
に
楽
し
く

て
、
と
て
も
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
大
学
の
水
泳
部
に
入
っ

た
こ
と
は
と
て
も
大
き
な
出
来
事
で
し

た
。
水
泳
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

や
日
本
の
チ
ー
ム
文
化
、
社
会
的
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

す
が
、
仲
間
と
過
ご
す
時
間
も
と
て
も
楽

し
く
、
私
の
日
本
で
の
生
活
を
よ
り
特
別

な
も
の
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

水
泳
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
つ

い
て

―
―
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
４
の
競
泳

の
「
女
子
50
メ
ー
ト
ル
自
由
形
」
に
出
場

さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。
振
り
返
っ
て
み
て
、

い
か
が
で
し
た
か
？

　

パ
リ
に
行
っ
て
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年
が

―
―
水
泳
は
今
後
も
続
け
る
予
定
で
し
ょ

う
か
？

　

今
後
ど
れ
く
ら
い
競
技
と
し
て
水
泳
を

続
け
る
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
水

泳
は
私
の
人
生
の
一
部
で
あ
り
続
け
る
と

思
い
ま
す
。
長
い
間
ず
っ
と
日
常
の
一
部

だ
っ
た
の
で
、
水
に
入
ら
な
い
毎
日
が
想

像
で
き
な
い
く
ら
い
で
す
。
た
と
え
試
合

に
出
な
く
な
っ
て
も
、
趣
味
と
し
て
泳
ぎ

続
け
る
と
思
い
ま
す
し
、そ
れ
が
私
に
と
っ

て
の
心
地
よ
い
時
間
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
後
の
目
標

―
―
大
学
生
活
も
も
う
間
も
な
く
折
り
返

し
地
点
に
来
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

パ
ラ
オ
の
海
か
ら
、

東
京
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

ユリさん（左）と、同じく第 8期ザビエル留学生として
入学したイザベラさん（右）

パリオリンピックでの思い出の写真。
上：決勝戦のときのプール／下：エッフェル塔の下で撮影

経
つ
な
ん
て
、
い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
で
も
現
実
感
が
な
く
、
夢
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
自
分
に
と
っ
て
、
と
て
も
力
強
く
、

か
け
が
え
の
な
い
経
験
で
あ
り
、
今
の
自

分
を
形
作
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
パ
ラ
オ
を
代
表
し
て
あ
の
舞
台
に

立
て
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
私

の
誇
り
で
す
。

―
―
水
泳
は
い
つ
か
ら
始
め
ま
し
た
か
？

　

水
泳
を
始
め
た
の
は
８
歳
（
小
学
３
年

生
）
の
と
き
で
す
。

―
―
来
日
し
て
か
ら
も
練
習
を
さ
れ
て
い

た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
勉
学
と
両
立
さ

せ
る
た
め
の
工
夫
や
意
識
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

私
に
と
っ
て
大
切
だ
っ
た
の
は
、
自
分

の
優
先
順
位
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と

で
し
た
。
日
本
に
来
た
目
的
は
第
一
に「
勉

強
」
で
あ
る
こ
と
を
常
に
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
い
て
、
こ
こ
で
水
泳
を
続
け
ら
れ

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ

恵
ま
れ
た
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
意
識
が
、
物
事
を
客
観
的
に
捉

え
る
助
け
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、

高
校
時
代
か
ら
ず
っ
と
学
業
と
水
泳
を
両

立
さ
せ
て
き
た
の
で
、
大
き
な
負
担
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
大
変
に
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、

年
々
う
ま
く
付
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

ら
の
目
標
や
夢
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
イ
ザ
ベ
ラ
と
私
が
こ
の
秋
で
３

年
生
に
な
る
な
ん
て
、
本
当
に
信
じ
ら
れ

な
い
で
す
。
時
間
が
経
つ
の
は
あ
っ
と
い

う
間
で
す
ね
！

　

将
来
の
夢
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
は
昔

か
ら
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
で

し
た
。
大
き
な
夢
の
ひ
と
つ
は
、
い
つ
か

パ
ラ
オ
で
幼
稚
園
を
運
営
し
た
り
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
を
つ

く
っ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
卒
業
後
す
ぐ

に
何
を
す
る
か
は
ま
だ
は
っ
き
り
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
教
育
の
分
野
で
パ
ラ
オ

に
貢
献
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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海
賊
た
ち
の
栄
光
と
没
落

　
「
海
賊
」
と
い
う
言
葉
に
は
、「
な
ら
ず
者
」

と
か
「
犯
罪
者
集
団
」
を
連
想
さ
せ
る
響
き

が
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
に
紹
介
し
た

ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
ス
や
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド

レ
イ
ク
の
よ
う
に
、
16
世
紀
に
は
イ
ギ
リ
ス

王
室
の
後
押
し
を
受
け
た
私
掠
船
が
他
の

国
、
主
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
船
を
襲
っ
て
金

品
を
強
奪
す
る
と
い
う
、
い
っ
た
い
公
の
船

団
な
の
か
強
盗
集
団
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な

い
よ
う
な
連
中
が
カ
リ
ブ
海
を
跋
扈
し
て
い

ま
し
た
。

　

17
世
紀
に
入
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
こ
う

い
っ
た
傾
向
が
続
き
ま
す
。
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ー

ガ
ン
（
１
６
３
５
～
１
６
８
８
年
）
と
い
う

海
賊
も
そ
の
ひ
と
り
で
し
た
。
１
６
５
０

年
、
15
歳
で
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
年
季
奉
公
人

と
し
て
バ
ル
バ
ド
ス
に
渡
っ
て
き
た
モ
ー
ガ

ン
は
、
５
年
後
に
奉
公
の
期
限
が
あ
け
る
と

ジ
ャ
マ
イ
カ
に
流
れ
て
海
賊
に
転
職
。
メ
キ

メ
キ
と
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
彼
は
ジ
ャ
マ
イ

カ
を
根
城
と
す
る
海
賊
船
の
船
長
と
し
て
ス

ペ
イ
ン
領
の
キ
ュ
ー
バ
や
パ
ナ
マ
を
襲
撃
し

て
大
い
に
稼
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
稼
ぎ
の

一
部
を
ジ
ャ
マ
イ
カ
植
民
地
を
通
じ
て
イ
ギ

リ
ス
本
国
に
上
納
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
イ
バ
ル
、

ス
ペ
イ
ン
の
富
を
奪
っ
て
名

だ
た
る
「
公
賊
」
に
な
っ
た

モ
ー
ガ
ン
は
、
そ
の
「
功
績
」

に
よ
り
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
２

世
か
ら
ナ
イ
ト
の
称
号
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

し
ま
い
に
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
植

民
地
の
副
総
督
に
ま
で
出
世

し
、
今
度
は
海
賊
を
取
り
締

ま
る
側
に
な
り
ま
し
た
（
も
っ

と
も
、
彼
は
そ
の
裏
で
、
賄

賂
を
払
う
私
掠
船
に
は
ス
ペ

ヘンリー・モーガン

APIC ウェブサイトでは、品田光彦 元駐バルバドス日本国大使寄稿の連続コラム「バルバドス　歴史の散歩道」
を配信しております。本誌では「バルバドス  歴史の散歩道（その 6）」の内容を掲載しています（2021 年執筆）。

その他のコラムについては、APIC ウェブサイトをご覧ください。

寄稿：元 駐バルバドス日本国大使　品田 光彦

バルバドス  歴史の散歩道バルバドス  歴史の散歩道
その 6 第４部　海賊たちの系譜 （続き）第４部　海賊たちの系譜 （続き）

に
近
代
化
し
、
海
軍
力
も
整
備
さ
れ
て
き
て
、

各
国
は
植
民
地
の
港
に
正
規
軍
を
常
駐
さ
せ

商
船
隊
を
保
護
す
る
命
令
系
統
が
整
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と
く
に
１
７
０
７
年

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
合

同
に
よ
っ
て
文
字
通
り
「
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ

ン
王
国
」
と
な
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
当

時
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
中
心
地
、
ポ
ー
ト
・
ロ

イ
ヤ
ル
に
強
力
な
艦
隊
を
お
き
海
賊
の
取
り

締
ま
り
を
強
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
綿
花
の
輸
出
に
よ
っ
て
経
済
力
を
つ

け
独
り
立
ち
の
気
運
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
北

米
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
も
、
海
賊
に
十
分
対

抗
で
き
る
だ
け
の
海
軍
力
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
カ
リ
ブ
の
海
賊
業
界
は
し
だ
い

イ
ン
船
を
襲
う
認
可
状
を
与
え
て
い
た
ら
し

い
の
で
す
が
）。

　

海
賊
上
が
り
の
モ
ー
ガ
ン
が
曲
が
り
な
り

に
も
海
賊
取
り
締
ま
り
を
た
ば
ね
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の

時
期
に
な
る
と
海
賊
行
為
は
国
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
の
性
格
を
失
い
、
ほ
ぼ
完
全
に

違
法
な
略
奪
行
為
の
様
相
を
見
せ
は
じ
め
ま

す
。
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
・
ロ
バ
ー
ツ
や
黒
ひ

げ
、
そ
し
て
我
ら
が
紳
士
海
賊
ス
テ
ィ
ー
ド
・

ボ
ネ
ッ
ト
な
ど
が
カ
リ
ブ
を
荒
ら
し
ま
わ
っ

て
い
た
の
は
こ
の
頃
で
、
彼
ら
は
「
海
の
ア

ウ
ト
ロ
ー
」
と
し
て
海
賊
の
黄
金
時
代
を
生

き
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
後
、
カ
リ
ブ
に
進
出
し
て

い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
国
家
体
制
が
徐
々

に
斜
陽
産
業
と
な
り
、
19
世
紀
に
入
る
頃

に
は
、
海
賊
た
ち
は
官
憲
に
捉
え
ら
れ
る
か

引
退
す
る
か
を
選
択
す
る
し
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
１
８
３
０

年
代
に
帆
船
に
か
わ
っ
て
蒸
気
船
が
主
流
に

な
っ
た
こ
と
も
海
賊
に
決
定
的
な
打
撃
を
あ

た
え
ま
す
。
髑
髏
マ
ー
ク
を
描
い
た
旗
を
掲

げ
た
帆
船
を
繰
っ
て
カ
リ
ブ
を
荒
ら
し
回
っ

た
海
賊
た
ち
は
、
こ
う
し
て
し
だ
い
に
消
え

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
海
賊
が
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た

19
世
紀
前
半
の
一
時
期
、
バ
ル
バ
ド
ス
に
奇

妙
な
海
賊
が
現
れ
ま
し
た
。

「
城
」
に
住
む
海
賊　

サ
ム
・
ロ
ー
ド

　

１
８
２
０
年
か
ら
20
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に

バ
ル
バ
ド
ス
南
東
部
の
沖
合
い
で
商
船
の
座

礁
事
故
が
頻
発
し
ま
し
た
。
20
隻
以
上
が
海

岸
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
岩
礁
に
乗
り
上

げ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
船
の
多
く
が
、
立
ち
往
生
し

て
い
る
う
ち
に
近
づ
い
て
き
た
海
賊
船
に
襲

わ
れ
、
積
荷
や
金
品
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
の

で
す
。

　

そ
の
う
ち
に
聞
き
捨
て
な
ら
な
い
噂
が

人
々
の
口
に
の
ぼ
り
始
め
ま
し
た
。「
夜
間

航
行
し
て
い
た
船
が
陸
地
に
た
く
さ
ん
の
明

か
り
が
灯
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
こ
が
首

邑
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
の
港
だ
と
思
っ
て
近
づ

い
た
ら
岩
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
ブ
リ
ッ
ジ
タ

ウ
ン
の
明
か
り
だ
と
思
っ
た
の
は
実
際
に
は

ビ
ー
チ
に
面
し
て
建
つ
大
き
な
館
の
ま
わ
り

に
群
生
し
て
い
る
コ
コ
ナ
ツ
の
樹
に
吊
り
下

げ
ら
れ
た
ラ
ン
タ
ン
の
灯
火
だ
っ
た
」
と
い

う
噂
で
す
。
そ
し
て
そ
の
館
、「
サ
ム
・
ロ
ー

ド
城
」
の
主
人
こ
そ
が
座
礁
し
た
船
を
襲
う

海
賊
の
首
領
に
違
い
な
い
、
と
い
う
風
評
が

立
っ
た
の
で
す
。

　

ロ
ン
グ
・
ベ
イ
と
い
う
美
し
い
湾
に
面
し

て
そ
び
え
る
こ
の
館
の
主
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ホ
ー
ル
・
ロ
ー
ド
、
通
称
サ
ム
・
ロ
ー
ド

（
１
７
７
８
～
１
８
４
４
年
）
と
い
う
人
物

で
し
た
。
彼
は
、バ
ル
バ
ド
ス
、セ
ン
ト
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
教
区
の
生
ま
れ
。
父
親
は
砂
糖
キ
ビ
・

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所
有
者
で
、
サ
ム
・

ロ
ー
ド
は
な
ん
の
不
自
由
も
な
い
豊
か
な
環

境
に
育
ち
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
は
若
い
頃

か
ら
素
行
が
悪
い
こ
と
で
有
名
で
し
た
。
ひ

ど
く
見
栄
っ
張
り
で
、
平
気
で
人
を
だ
ま
す

上
に
か
な
り
の
乱
暴
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

裕
福
な
ロ
ー
ド
は
、
た
び
た
び
宗
主
国
イ

ギ
リ
ス
に
旅
行
し
て
い
た
の
で
す
が
、
20

代
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
で
ル
ー
シ
ー
・
ワ
イ
ト

ウ
ィ
ッ
ク
と
い
う
美
し
い
娘
と
出
会
い
ま

す
。
ル
ー
シ
ー
も
富
裕
な
名
家
の
出
身
で
し

た
。
彼
女
は
、
そ
れ
ま
で
見
知
っ
て
い
た
堅

苦
し
い
イ
ギ
リ
ス
男
た
ち
と
は
一
風
変
わ
っ

た
、
カ
リ
ブ
出
身
の
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
、
サ
ム
・

ロ
ー
ド
の
甘
言
に
乗
せ
ら
れ
て
、
彼
か
ら
の

結
婚
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
言
い

伝
え
に
よ
れ
ば
、
社
交
界
に
出
入
り
し
て
い

た
ロ
ー
ド
は
カ
ネ
と
名
誉
目
当
て
に
は
じ
め

か
ら
そ
れ
に
見
合
う
女
性
を
物
色
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
シ
ー

の
父
親
は
ロ
ー
ド
の
本
性
に
う
す
う
す
感
づ

い
て
い
た
の
か
、
娘
と
ロ
ー
ド
の
結
婚
に
猛

反
対
し
た
そ
う
で
す
。
で
も
、ロ
ー
ド
に
ぞ
っ

こ
ん
だ
っ
た
ル
ー
シ
ー
は
父
の
反
対
を
振
り

切
っ
て
、
１
８
０
８
年
、
彼
と
と
も
に
バ
ル

バ
ド
ス
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
結
婚
生
活
は
ル
ー
シ
ー
が
思

い
描
い
て
い
た
の
と
は
ま
る
で
違
っ
た
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ロ
ー
ド
は
と
ん

で
も
な
い
Ｄ
Ｖ
夫
だ
っ
た
の
で
す
。
年
を
経

る
ご
と
に
彼
は
本
性
を
見
せ
は
じ
め
、
ル
ー

シ
ー
は
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
し
ま
い
に
は
居
館
の
地
下
室
に
軟
禁
状

態
に
さ
れ
て
、
ま
る
で
囚
人
の
よ
う
な
暮
ら

し
を
強
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
こ

の
間
、
ロ
ー
ド
は
外
で
贅
沢
ざ
ん
ま
い
の
放

蕩
に
明
け
暮
れ
た
ば
か
り
か
、
使
用
人
だ
っ

た
黒
人
奴
隷
の
女
性
を
愛
人
に
し
て
、
ふ
た

り
の
息
子
を
も
う
け
て
い
ま
す
（
註
１
）
。
ル
ー

シ
ー
は
結
婚
７
年
目
の
年
に
、
地
下
室
の
見

張
り
番
を
し
て
い
た
男
に
金
品
を
渡
し
て
脱

出
の
手
引
き
を
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
に
逃
げ

戻
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
城
」
建
設
と
ロ
ー
ド
の
末
路

　

ロ
ー
ド
が
、
父
親
か
ら
受
け
継
い
だ
ロ
ン

グ
・
ベ
イ
の
敷
地
に
豪
邸
を
建
設
す
る
こ
と

に
執
念
を
み
せ
は
じ
め
た
の
は
こ
の
頃
か
ら

で
し
た
。

　
「
サ
ム
・
ロ
ー
ド
城
（
サ
ム
・
ロ
ー
ド
・

キ
ャ
ッ
ス
ル
）」
と
み
ず
か
ら
名
付
け
た
豪

邸
の
建
設
は
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
る
の

で
す
が
、
当
然
こ
れ
に
は
多
額
の
資
金
が
必

要
で
す
。
父
親
か
ら
相
続
し
た
カ
ネ
を
つ
ぎ

込
ん
で
も
と
て
も
足
り
な
い
。
ロ
ー
ド
は
次

か
ら
次
へ
と
借
金
を
重
ね
ま
す
。「
城
」
を

建
設
中
の
１
８
１
７
年
に
は
早
く
も
ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
し
詐
欺
で
訴
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

サム・ロード
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こ
の
時
は
証
拠
不
十
分
で
処
罰
を
免
れ
て
い

ま
す
。

　

サ
ム
・
ロ
ー
ド
城
は
１
８
２
０
年
に
完
成
。

当
時
イ
ギ
リ
ス
で
流
行
し
て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ

ア
ン
様
式
で
、
珊
瑚
由
来
の
白
い
石
灰
岩
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
広
大
な
庭
園
に
囲
ま
れ
た

こ
の
建
物
は
、
豊
か
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

領
主
が
多
か
っ
た
当
時
の
バ
ル
バ
ド
ス
で
も

屈
指
の
贅
沢
な
個
人
用
邸
宅
で
し
た
。

　

ロ
ー
ド
は
こ
こ
で
王
侯
気
分
の
暮
ら
し
を

始
め
ま
す
。
け
れ
ど
も
内
情
は
返
済
す
る

見
通
し
の
立
た
な
い
借
金
ま
み
れ
。
大
勢
の

債
権
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
訴
訟
が
頻
発
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
悪
知
恵
に
た

け
た
ロ
ー
ド
は
こ
こ
で
一
計
を
案
じ
ま
す
。

ビ
ー
チ
に
面
し
て
建
つ
城
か
ら
沖
を
な
が
め

る
と
岩
礁
が
多
い
海
域
で
と
き
ど
き
座
礁
す

る
船
が
あ
る
で
は
な
い
か
、
こ
れ
を
放
っ
て

お
く
手
は
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

彼
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
な
や
り
方
―
城

の
ま
わ
り
に
群
生
す
る
コ
コ
ナ
ツ
の
樹
に

カ
ン
テ
ラ
を
ぶ
ら
下
げ
、
船
に
航
路
を
見
誤

ら
せ
て
座
礁
さ
せ
る
―
と
い
う
方
法
を
使
っ

て
、
餌
食
と
な
っ
た
船
か
ら
金
目
の
も
の
を

略
奪
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
す
。
贅

沢
暮
ら
し
を
続
け
な
が
ら
借
金
を
返
す
た
め

に
、
こ
の
奇
抜
な
海
賊
行
為
を
繰
り
返
す
と

い
う
自
転
車
操
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
サ

ム
・
ロ
ー
ド
城
の
中
を
飾
っ
て
い
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
製
の
高
価
な
家
具
や
絵
画
の
一
部

は
、
彼
が
こ
う
し
て
奪
い
取
っ
た
も
の
も
混

じ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
海
賊
行
為
を
す
る
に
は
手
下
が

必
要
で
す
。
や
は
り
ど
こ
か
ら
か
情
報
が
漏

れ
る
。
も
と
も
と
評
判
が
悪
か
っ
た
ロ
ー
ド

が
卑
劣
な
海
賊
行
為
に
手
を
染
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
し
だ
い

に
島
内
に
知
れ
わ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
し
も
の
ロ
ー
ド
も
と
う
と
う
バ
ル
バ
ド
ス

に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
心
血
を
注
い
で
築

い
た
城
を
あ
と
に
し
て
、
ひ
そ
か
に
イ
ギ
リ

ス
に
逃
亡
し
て
し
ま
い
ま
す
。
無
一
文
と

な
っ
た
彼
は
そ
の
後
二
度
と
島
に
戻
る
こ
と

は
な
く
、
１
８
４
４
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
孤
独

と
貧
窮
の
な
か
で
世
を
去
っ
た
そ
う
で
す
。

（
註
２
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

ロ
ー
ド
が
虚
飾
の
人
生
を
送
っ
た
豪
邸
に

は
後
日
譚
が
あ
り
ま
す
。

　

彼
の
死
後
、親
族
の
手
に
わ
た
っ
た
サ
ム
・

ロ
ー
ド
城
は
、
１
０
０
年
近
く
の
あ
い
だ
親

族
の
子
孫
に
代
々
所
有
さ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
１
９
４
２
年
、
人
手
に
わ
た
り
ホ
テ
ル

に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。「
サ
ム
・
ロ
ー
ド
城

ホ
テ
ル
」
と
名
付
け
ら

れ
た
こ
の
ホ
テ
ル
は

何
度
か
オ
ー
ナ
ー
を

変
え
な
が
ら
も
、
一
時

は
バ
ル
バ
ド
ス
島
内

で
も
有
数
の
高
級
ホ

テ
ル
と
し
て
知
ら
れ

た
時
期
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
２
０
０
０
年

代
に
入
る
と
放
漫
経

営
が
た
た
っ
て
倒
産

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
、
荒
れ

る
に
ま
か
さ
れ
て
い
た

サ
ム
・
ロ
ー
ド
城
で
原

因
不
明
の
火
災
が
発

生
。
建
物
は
分
厚
い
石

灰
岩
の
外
壁
だ
け
を
の

こ
し
て
焼
け
落
ち
て
し

ド
城
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
周
辺
の
住

民
た
ち
か
ら
懸
念
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
政
府
の
厳
し
い
外
出
制

限
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場

で
は
多
く
の
作
業
員
が
工
事
を
続
け
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
本
紙
チ
ー
ム
が
現
場
を

た
ず
ね
て
み
る
と
、
30
人
ほ
ど
の
中
国
人
作

業
員
が
重
機
を
使
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
。

我
々
が
写
真
を
撮
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

サム・ロード城の敷地から見たロング・ベイの風景。
この沖合いで座礁事故が頻発しました。

ま
い
ま
す
。
こ
の
あ
と
サ
ム
・
ロ
ー
ド
城
は

バ
ル
バ
ド
ス
政
府
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
島
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
蔓
延
し
て
い
た
最
中
の
２
０
２
１
年
２

月
、
地
元
の
日
刊
紙
に
こ
ん
な
記
事
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

〈
セ
ン
ト
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
教
区
の
サ
ム
・
ロ
ー

● 註 1　この息子たちについては記録が残っています。彼らは成人するとセ
ント・ルシア島に移り、さらにその後カナダに移住。その子孫は現在もカナ
ダに住んでいることが確認されています。

● 註 2　後世の検証によれば、ロング・ベイ沖の座礁事故のすべてがロードの
しわざというわけではなかったようです。というのは、いくつかの事故は、ロー
ドがイギリスに遊びに行っていてバルバドスを留守にしていた時期に起きたか
らです。しかしやはり、かなり多くの座礁と略奪がロードと部下たちの犯行で
あったことは間違いないと考えられています。なお、1875 年にサム・ロード
城があるセント・フィリップ教区の海岸に灯台が設置されて以降、座礁事故は
パッタリと途絶えたということです。

● 註 3　ロードの妻、ルーシーが幽閉されていた館の地下には館と海岸を結ぶ
地下道があって、そのどこかにロードが隠した財宝が残っているという言い伝
えがありました。この建物が火災で廃墟になったあと財宝を捜した人たちもい
るようですが何も見つからなかったそうです。また、座礁事故が頻発した沖合
では、座礁船に積まれていた金貨を捜す酔狂なダイバーたちが現在もいるので
すが、何かが見つかったという話は聞いたことがありません。

と
彼
ら
は
作
業
を
や
め
て
立
ち
去
っ
た
。
マ

ス
ク
を
つ
け
て
い
た
の
は
数
人
の
み
だ
。
工

事
を
請
け
負
っ
て
い
る
中
国
系
建
設
会
社
の

通
訳
に
本
紙
記
者
が
事
情
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、“

作
業
な
ど
し
て
い
な
い
。
機
材
を
雨

か
ら
守
る
た
め
に
覆
い
を
か
け
て
い
た
だ
け

だ
。
こ
こ
に
い
る
の
は
現
場
に
住
ん
で
い
る

中
国
人
作
業
員
だ
け
で
部
外
者
の
立
ち
入
り

は
禁
止
さ
れ
て
い
る”

と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
。
サ
ム
・
ロ
ー
ド
城
は
２
０
１
５
年

廃墟になったサム・ロード城。右手に見えるのは建設中の新ホテル。―2022 年 4 月撮影。

英語と中国語の看板がある新サム・ロード城ホテル建設現場の入口。―2022 年 4 月撮影。

に
ア
メ
リ
カ
の
大
手
観
光
開
発
企
業
、
ウ
ィ

ン
ダ
ム
・
グ
ラ
ン
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
社
に
買
収

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
４
５
０
室
の
五
つ
星

ホ
テ
ル
の
建
設
の
た
め
に
中
国
輸
出
入
銀
行

が
２
億
４
千
万
ド
ル
を
融
資
し
た
。
新
ホ
テ

ル
の
建
設
工
事
は
２
０
１
７
年
に
始
ま
り
、

２
０
２
０
年
に
は
竣
工
予
定
だ
っ
た
も
の

の
、
建
築
工
法
、
文
化
、
倫
理
観
や
支
払
い

を
め
ぐ
る
関
係
者
間
の
意
見
の
違
い
に
よ
り

工
事
が
遅
れ
て
い
る
〉

（
２
０
２
１
年
２
月
20
日
付
「
サ
タ
デ
ー
・

サ
ン
」
紙
記
事
か
ら
抜
粋
）

　

奇
想
天
外
な
海
賊
行
為
を
し
て
い
た
放
蕩

児
サ
ム
・
ロ
ー
ド
が
19
世
紀
に
築
い
た
豪
邸

の
数
奇
な
運
命
は
今
も
続
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
う
ち
さ
ぞ
か
し
立
派
な
ホ
テ
ル
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
泊
ま
っ
て
み

た
い
と
い
う
気
に
な
れ
な
い
の
は
筆
者
だ
け

で
し
ょ
う
か
？
（
註
３
）

（
第
５
部
「
砂
糖
、
ラ
ム
酒
、
そ
し
て
奴
隷
」

に
続
く
）

（
本
稿
は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
筆
者
が
属
す
る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
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令和 7 年度
（2025年度）
（令和 7年 7月 1日～
令和 8年 6月 30日まで）

事業計画書
【簡略版】

※本誌では簡略版を掲載してい
ます。詳細につきましては APIC
ホームページをご覧ください。

１
．太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力
事
業

　

太
平
洋
島
嶼
国
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、友
好
関
係

の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協

力
基
金
」を
活
用
し
て
、太
平
洋
島
嶼
国
の
環
境
、エ
ネ
ル

ギ
ー
及
び
観
光
の
分
野
に
お
け
る
開
発
協
力
事
業
と
し

て
、在
外
日
本
大
使
館
及
び
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
大

洋
州
課
の
協
力
を
得
な
が
ら
、次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

す
る
。

（
１
）太
平
洋
諸
国
・
大
学
生
招
待
計
画【
継
続
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
短
大
・
大
学
生
を
我
が
国
に
招
待
し

て
、短
期
間
の
研
修
を
行
う
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に

よ
る
渡
航
制
限
等
に
鑑
み
令
和
２
～
４
年
度
は
実
施
が

困
難
と
な
り
中
止
と
し
た
が
、令
和
５
年
度
以
降
は
過
去

に
冬
季（
１
月
）に
実
施
し
て
い
た
も
の
を
夏
季（
７
月
）に

変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。本
年
度
は
、南
太
平

洋
大
学（
ト
ン
ガ
、フ
ィ
ジ
ー
）か
ら
２
名
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

連
邦
、パ
ラ
オ
、マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
短
期
大
学
か
ら
各
１

名
、計
５
名
が
上
智
大
学
の
夏
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、

日
本
等
に
つ
い
て
の
基
礎
講
義
を
受
講
す
る
と
と
も
に
、環

境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
関
連
施
設
の
視
察
も
行
う
。実
施

時
期
は
２
０
２
５
年
７
月
を
予
定
。日
・
カ
リ
ブ
友
好
協

力
事
業
の
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画
と
同

時
に
実
施
す
る
。

（
２
）太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画 (APIC Journalism

 

Fellow
ship Program

)

【
継
続
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
有
力
／
若
手
有
望
記
者
を
招
待
し

て
、我
が
国
の
一
般
社
会
事
情
や
環
境
保
護
・
防
災
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
・
気
候
変
動
対
策
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、も
っ
て
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て
の
広
報
を

行
っ
て
も
ら
う
。本
年
度
は
、記
者
３
名（
ト
ン
ガ
、フ
ィ
ジ
ー

（
出
身
）、パ
ラ
オ
）を
招
待
し
て
、大
阪
、淡
路
島
、高
松
、

直
島
を
訪
問
、こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
大

阪
・
関
西
万
博
、大
阪
の
中
小
企
業（
廃
材
利
用
の
家
具
）、

淡
路
島
の
震
災
記
念
館
、園
芸
高
校
、高
松
の
海
岸
漂
着

ご
み
回
収
、直
島（
環
境
問
題
↓
観
光
地
）等
の
視
察
を
予

定
し
て
い
る
。本
件
招
待
計
画
に
つ
い
て
は
、諸
外
国
の
記

者
招
待
に
知
見
の
あ
る
公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
。実
施
時
期
は

２
０
２
５
年
９
～
10
月
を
予
定
。カ
リ
ブ
記
者
招
待
計
画

と
同
時
に
実
施
す
る
。

（
３
）太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画【
継
続
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
我
が
国
に
招
待
し
て
、

我
が
国
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
の
意
見
交
換
や
、環

境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
・
観
光
等
に
関
連
す
る
視
察
を
通
じ
て
、

我
が
国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。昨
年
度
は
、国
交
樹

立
30
周
年
で
も
あ
る
パ
ラ
オ
共
和
国
か
ら
伝
統
的
女
性

リ
ー
ダ
ー
な
ど
女
性
３
名
を
招
待
し
た
。本
年
度
は
、バ
ヌ

ア
ツ
、フ
ィ
ジ
ー
等
か
ら
大
臣
レ
ベ
ル
の
要
人
を
招
待
予
定
。

（
４
）太
平
洋
諸
国
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー【
継
続
】

　

我
が
国
か
ら
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
を
太
平
洋
島
嶼

国
に
派
遣
し
て
、我
が
国
が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
問
題

等
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
う
と
共
に
、そ
の
機
会
を
利
用
し

て
対
日
理
解
を
深
め
る
。昨
年
度
バ
ヌ
ア
ツ
に
お
い
て
、太

平
洋
諸
島
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）と
合
同
で
実
施
す
る
こ
と

で
準
備
し
て
い
た
が
、現
地
の
地
震
に
よ
り
延
期
と
な
り
、

本
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
。１
日
目
が
Ｐ
Ｉ

Ｃ
主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
、２
日
目
が
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
主

催
の
環
境
セ
ミ
ナ
ー
。講
師
は
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環

境
学
研
究
科
の
織
朱
實
教
授
。常
務
理
事
が
同
行
し
、Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
に
つ
い
て
の
広
報
、ひ
い
て
は
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
観
光
に
つ
い
て
の
日
・
バ
ヌ
ア
ツ
協
力
を
促
進
す

る
。両
国
環
境
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
Ｐ
Ｉ
Ｃ

経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
日
本
企
業
に
よ
る
将
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。実
施

時
期
は
２
０
２
５
年
９
月
の
予
定
。ま
た
、前
年
度
に
環

境
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、年

度
内（
２
０
２
６
年
３
月
頃
）に
、フ
ィ
ジ
ー
な
ど
に
お
い
て

も
開
催
を
検
討
中
。

（
５
）Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業（
小
規
模
グ
ラ
ン
ト
）

【
継
続
】

　

パ
ラ
オ
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
・
グ
ア

ム
・
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
３
カ
国
・
米
領
２
地
域（
旧
太
平

洋
諸
島
信
託
統
治
領（
旧
南
洋
群
島
）＋
グ
ア
ム
）は
、生

物
多
様
性
を
保
全
し
持
続
可
能
な
自
然
資
源
の
利
用
を

図
る
た
め
、「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
い
う
共
通

の
環
境
政
策
を
策
定
し
、環
境
保
護
の
た
め
の
資
金
を
積

み
立
て
て
い
る
が
、こ
の
資
金
の
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
る

の
がM

icronesia Conservation Trust 

（
以
下
Ｍ
Ｃ

Ｔ
）と
い
う
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
に
本
部
を
置
く

民
間
の
環
境
保
護
基
金
で
あ
る
。Ｍ
Ｃ
Ｔ
は
、ま
た
、自
身

の
活
動
と
し
て
、世
界
銀
行
等
か
ら
の
資
金
を
得
て
環
境

保
護
活
動
も
実
施
し
て
お
り
、Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
の
協
力
事
業

も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、２
０
１
４
年
10
月
に
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
間
で

協
力
に
関
す
る
覚
書（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）を
締
結
し
て
お
り
、こ
れ

ま
で
す
べ
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
に
お
い
て
、豚
舎
の
排
泄

物
処
理
、貯
水
タ
ン
ク
、貯
水
池
・
給
排
水
設
備
改
修
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、給
水
パ
イ
プ
の
取
り
換
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

環
境
分
野
の
支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
年
度
も
要
請
が
あ
れ
ば
、支
援
を
行
う
こ
と
と
し
、Ｍ

Ｃ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、他
の
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
も

視
野
に
入
れ
つ
つ
、現
地
で
の
実
態
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な

要
請
を
受
け
、検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
６
）Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業（
大
学
院
生
支
援
）

【
継
続
】

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
力
事
業
の
中
で
長
期
的
に
環
境
保
護
に

携
わ
る
人
材
育
成
も
意
義
の
あ
る
支
援
で
あ
る
と
い
う
観

点
か
ら
、上
智
大
学
と
の
協
議
の
末
、２
０
１
７
年
に
、Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
制
度
を
創
設
し
上
智
大
学
大
学

院
地
球
環
境
学
研
究
科
で
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。協
定
に
よ
り
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
３
か
国（
パ
ラ
オ
・

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）の
国
籍
・
市
民
権

を
有
し
、環
境
保
護
に
関
心
の
あ
る
者
が
最
大
２
名
、地
球

環
境
学
研
究
科
の
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
の
指
導
の

下
で
２
年
間
の
修
士
号
を
取
得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
制
度
に
よ
り
、Ｍ
Ｃ
Ｔ
か
ら
の
推
薦
が
あ
っ

た
者
に
対
し
て
高
度
な
大
学
院
教
育
の
機
会
を
与
え
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

　

継
続
的
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
３
カ
国
か
ら
の
学
生
10

名
が
既
に
卒
業
し
、母
国
で
も
活
躍
し
て
い
る
。現
在
、２

名
の
学
生
が
在
学
し
て
い
る
。今
年
度
秋
は
、該
当
者
が
い

な
い
。

（
７
）上
智
大
学 

ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所

（Island Sustainability Institute

）の
支
援【
継
続
】

　

２
０
２
２
年
７
月
、上
智
大
学
は
、島
嶼
部
や
島
嶼
国

が
良
質
な
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
ス
キ
ー
ム
の
創
成
を
目
指

し
国
内
外
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
有
す
る

ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所（
所
長
：
あ
ん
・

ま
く
ど
な
る
ど
教
授
）を
設
立
し
た
。Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
上
智

大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
共
催
や
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、セ
ミ
ナ
ー
等
の
被
招

待
者
や
歓
迎
会
の
費
用
負
担
等
の
協
力
支
援
を
行
っ
て
き

て
お
り
、前
述（
６
）と
の
相
乗
効
果
を
図
る
観
点
か
ら
、

時
宜
を
と
ら
え
た
支
援
を
今
後
も
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

た
い
。な
お
、同
研
究
所
は
、23
年
９
月
頃
か
ら
、Ｊ
Ａ
Ｌ
、

15APIC No.20 ・ July 2025

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
　

毎
月
１
回
（
８
月
以
外
）
開
催

さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情

勢
講
演
会
で
は
、
外
務
省
幹
部
、

在
外
大
使
な
ど
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
時
局
の
外
交
課
題
や

激
動
す
る
国
際
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
職

の
外
務
事
務
次
官
や
外
務
省
局

長
、
一
時
帰
国
中
や
退
官
直
後
の

大
使
か
ら
、
い
ま
実
際
に
進
行
中

の
国
際
情
勢
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
質
の
高
い
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
機
会
と
し
て
、
参
加
者
か

ら
の
評
価
は
極
め
て
高
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
鑑
み
、
２
０
２
１
年
５

月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配

信
も
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
会

場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
講
演
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
維
持
会

員
の
皆
様
に
は
自
動
的
に
ご
案

内
す
る
ほ
か
、
非
会
員
で
参
加

を
ご
希
望
の
方
に
も
ご
案
内
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
誌
裏
表
紙
に
記
載

し
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務
局
の

連
絡
先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

講演会事業

講師・演題一覧（2025 年 1月～ 6月実施分）

【第 413 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 7 年 1 月 16 日（木）
講師：外務省総合外交政策局長　河邉 賢裕 氏
演題：「今後の日本外交の展望と課題」

【第 414 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 7 年 2 月 20 日（木）
講師：前駐ミャンマー特命全権大使　丸山 市郎 氏
演題：「最近のミャンマー情勢と日本の外交 －ミャンマー駐在
　　　を顧みて－」

【第 415 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 7 年 3 月 13 日（木）
講師：前駐ウクライナ特命全権大使　松田 邦紀 氏
演題：「ウクライナ情勢と日本の外交 －同国駐箚を顧みて－」

【第 416 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 7 年 4 月 17 日（木）
講師：前駐英特命全権大使　林 肇 氏
演題：「今日の英国から何を学ぶか」

【第 417 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 7 年 5 月 15 日（木）
講師：前駐エジプト特命全権大使　岡 浩 氏
演題：「中東と日本 －アラビストが顧みる中東とその行方－」

【第 418 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 7 年 6 月 19 日（木）
講師：外務省中南米局審議官　高橋 美佐子 氏
演題：「我が国の対中南米外交」
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住
友
林
業
、イ
オ
ン
環
境
財
団
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締

結
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い
る
が
、企
画
し
て
い
た
国
際

機
関
、政
府
関
係
機
関
、国
内
外
企
業
、法
人
、国
外
の
著

名
連
携
大
学
と
幅
広
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
す
る

段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

（
８
）バ
ヌ
ア
ツ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
事
業（
小
規
模
グ
ラ
ン
ト
）【
新
規
】

　

本
件
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン
タ
ン
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
小
規
模
グ

ラ
ン
ト
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

こ
の
案
件
提
案
の
背
景
と
し
て
は
、電
力
系
統
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い「
未
電
化
地
域
」に
居
住
す
る
人
々
は
電
気

製
品
の
利
用
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
株
式
会
社（
２
０
２
６
年
４
月
１
日
に（
株
）東
芝
に

統
合
予
定
）が
、２
０
１
９
年
か
ら
太
平
洋
の
島
嶼
国
を

対
象
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
充
電
す
る
電
気
製
品
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
実
証
を
進
め
、

２
０
２
３
年
８
月
に
、バ
ヌ
ア
ツ
・
マ
ラ
ン
パ
州
に
お
い
て
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
試
行（
１
か
月
間
）に
か
か
る

覚
書
を
地
域
の
代
表
者
と
間
で
締
結
し
、同
州
の
一
村
を

対
象
に
、太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
充
電
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン

タ
ン
を
住
民
へ
貸
し
出
す
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と（
同

国
政
府
が
掲
げ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
）で
あ
り
、Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
支
援
す
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
支
援

に
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

な
お
、こ
れ
ま
で
、Micronesia Conservation Trust 

（
以
下
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）の
提
案
に
基
づ
き
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
い

て
小
規
模
グ
ラ
ン
ト
事
業
と
し
て
貯
水
タ
ン
ク
や
水
道
管

取
り
換
え
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
き
て
い
る（
前
述（
５
））

が
、昨
年
度
は
提
案
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、本
年
度
は
新

規
事
業
と
し
て
バ
ヌ
ア
ツ
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
事
業
を
提

案
す
る
も
の
で
、大
使
館
・
東
芝
と
協
議
し
つ
つ
実
施
す
る

こ
と
と
す
る
。

（
９
）次
年
度
以
降
の
案
件
調
査
費
・
予
備
費

　

次
年
度
以
降
の
事
業
の
発
掘
や
検
討
の
た
め
の
調
査
費

用（
予
備
費
）お
よ
び
予
備
費

２
．日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業

　

カ
リ
ブ
諸
国
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、友
好
関
係
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
基
金
」を

活
用
し
て
、カ
リ
ブ
諸
国
の
環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
観
光

の
分
野
に
お
け
る
開
発
協
力
事
業
と
し
て
、在
外
日
本
大

使
館
及
び
外
務
省
中
南
米
局
カ
リ
ブ
室
の
協
力
を
得
な

が
ら
、次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

（
１
）西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画【
継
続
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
る
渡
航
制
限
等
に
鑑
み

令
和
２
～
４
年
度
は
実
施
が
困
難
と
な
り
中
止
と
し
た

が
、令
和
５
年
度
以
降
は
過
去
に
冬
季（
１
月
）実
施
し
て

い
た
も
の
を
夏
季（
７
月
）に
変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。本
年
度
は
、西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス

（
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
モ
ナ
校
、ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
セ
ン

ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
、バ
ル
バ
ド
ス
の
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
、

ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
の
フ
ァ
イ
ブ
・
ア
イ
ラ
ン
ズ

校
、グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
大
学
生
計
５
名
を
我
が

国
に
招
待
し
て
、上
智
大
学
に
お
い
て
日
本
等
に
つ
い
て
の

基
礎
講
義
を
受
講
さ
せ
る
と
と
も
に
、環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
関
連
施
設
の
視
察
の
機
会
を
与
え
る
。実
施
時
期

は
２
０
２
５
年
７
月
を
予
定
。太
平
洋
諸
島
大
学
生
招
待

計
画
と
同
時
に
実
施
す
る （
前
述（
１
．（
１
）））。

（
２
）カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画【
継
続
】

　

カ
リ
ブ
島
嶼
国
の
有
力
／
若
手
有
望
記
者
を
招
待
し

て
、我
が
国
の
環
境
保
護
・
防
災
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
・
気
候
変
動
対
策
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、も
っ

て
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て
の
広
報
を
行
っ
て
も
ら
う
。本

年
度
は
、ジ
ャ
マ
イ
カ
、ベ
リ
ー
ズ
、ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

ゴ
か
ら
各
１
名
を
招
待
し
て
、大
阪
、淡
路
島
、高
松
、直

島
を
訪
問
、こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
大
阪
・

関
西
万
博
、大
阪
の
中
小
企
業（
廃
材
利
用
の
家
具
）、淡

路
島
の
震
災
記
念
館
、園
芸
高
校
、高
松
の
海
岸
漂
着
ご

み
回
収
、直
島（
環
境
問
題
↓
観
光
地
）等
の
視
察
を
予
定

し
て
い
る
。

　

公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力

を
得
て
太
平
洋
記
者
招
待
計
画
と
同
時
に
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。実
施
時
期
は
２
０
２
５
年
９
～
10
月
を
予
定

（
前
述（
１
．（
２
）））。

（
３
）カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画【
継
続
】

　

２
０
２
４
年
は
、日
・
カ
リ
コ
ム
関
係
30
年
、日
・
ジ
ャ
マ

イ
カ
お
よ
び
日
・
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
国
交
樹
立
60
年

を
記
念
し
て
日
・
カ
リ
ブ
文
化
交
流
年
と
定
め
、文
化
分
野

の
政
府
関
係
者
・
学
識
関
係
者
の
訪
日
を
実
現
し
た
い
と

い
う
外
務
省
の
要
請
を
受
け
て
、５
か
国（
バ
ル
バ
ド
ス
、ト

リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、ジ
ャ
マ
イ
カ
、ハ
イ
チ
、ベ
リ
ー
ズ
）

か
ら
各
２
名
ず
つ
招
待
し
た（
最
終
的
に
ハ
イ
チ
か
ら
は
１

名
参
加
）。本
年
度
は
、在
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
大
使
館

か
ら
リ
ー
ダ
ー
招
待
に
つ
い
て
要
請
が
あ
り
、検
討
中
。

（
４
）西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
学
長
招
待
計
画【
継
続
】

　

過
去
に
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）の
学
長（V

ice 

Chancellor

：
実
質
的
な
ト
ッ
プ
）及
び
各
分
校（
ジ
ャ
マ

イ
カ
、ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
、バ
ル
バ
ド
ス
）学

長
３
名
を
同
時
に
招
待
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、日
程
の

調
整
が
難
し
い
た
め
、順
次
実
施
す
る
こ
と
と
し
、平
成
28

年
度
に
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校（
バ
ル
バ
ド
ス
）学
長
、平
成
29
年

度
に
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校（
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

ゴ
）学
長
、令
和
４
年
度
に
再
び
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校（
バ
ル
バ

ド
ス
）学
長
を
招
待
し
た
。本
計
画
に
お
い
て
は
、我
が
国

大
学
と
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、観
光

及
び
書
く
学
長
の
専
門
分
野
に
関
連
す
る
視
察
を
通
じ

て
、我
が
国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
に
し

て
い
る
。今
年
度
は
、モ
ナ
校（
ジ
ャ
マ
イ
カ
）の
学
長
の
訪

日
を
実
現
す
べ
く
、在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
大
使
館
と
調
整
に

当
た
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、11
月
に
実
施
す
る
こ
と
で
詳
細
を

詰
め
て
い
る
段
階
に
あ
る
。

（
５
）西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
院
生
支
援【
継
続
】

　

カ
リ
ブ
地
域
の
環
境
問
題
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
を
行

う
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、以
前
よ
り
上

智
大
学
、Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
関
係
の
あ
っ
た
西
イ
ン
ド
諸
島
大

学（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）と
協
力
し
、前
述
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留

学
と
同
様
の
大
学
院
制
度
を
創
設
す
る
案
が
生
ま
れ
た
。

２
０
２
２
年
に
は
在
バ
ル
バ
ド
ス
日
本
大
使
館
の
協
力
も

受
け
、Ｕ
Ｗ
Ｉ
、上
智
大
学
、Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
三
者
間
の
協
定

を
締
結
。こ
れ
に
よ
り
、Ｕ
Ｗ
Ｉ
の
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校（
バ
ル
バ

ド
ス
）か
ら
の
推
薦
が
あ
っ
た
１
名
を
毎
年
上
智
大
学
地

球
環
境
学
研
究
科
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
制
度
の
目
的
は
、大
学
院
で
の
学
び
を
通
し
て
、カ
リ

ブ
地
域
の
国
々
の
環
境
問
題
に
関
し
て
取
り
組
み
、国
際

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

２
０
２
３
年
秋
に
Ｕ
Ｗ
Ｉ
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
の
卒
業
生
が

１
期
生
と
し
て
同
研
究
科
に
入
学
し
、本
年
９
月
に
卒
業

予
定
。９
月
に
は
、新
た
に
３
期
生
１
名
が
入
学
予
定
で
在

学
生
１
名
と
合
わ
せ
て
、在
校
生
は
２
名
と
な
る
見
込
み
。

（
６
）カ
リ
ブ
諸
国
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー【
継
続
】

　

過
去
、太
平
洋
と
同
様
に
、カ
リ
ブ
地
域
で
も
環
境
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
、平
成
28
年
度
ジ
ャ
マ
イ

カ
、平
成
29
年
度
バ
ル
バ
ド
ス
、平
成
30
年
度
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
で
、そ
れ
ぞ
れ
Ｕ
Ｗ
Ｉ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。講
師
は
、上
智
大
学
大
学

院
地
球
環
境
学
研
究
科
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
。そ
れ
以
降

は
、カ
リ
ブ
諸
国
に
お
い
て
実
施
し
て
い
な
い
の
で
、Ｕ
Ｗ

Ｉ
と
の
協
力
関
係
の
進
展
に
も
鑑
み
、本
年
度
は
、大
使
館

と
も
協
議
し
て
、実
施
を
検
討
し
た
い
。

（
７
）上
智
大
学 

ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所

（Island Sustainability Institute

）の
支
援【
継
続
】

　

２
０
２
２
年
７
月
、上
智
大
学
は
、島
嶼
部
や
島
嶼
国

が
良
質
な
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
ス
キ
ー
ム
の
創
成
を
目
指

し
国
内
外
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
有
す
る

ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所（
所
長
：
あ
ん
・

ま
く
ど
な
る
ど
教
授
）を
設
立
し
た
。Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
上
智

大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
共
催
や
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、セ
ミ
ナ
ー
等
の
被
招

待
者
や
歓
迎
会
の
費
用
負
担
等
の
協
力
支
援
を
行
っ
て
き

て
お
り
、上
記（
６
）と
の
相
乗
効
果
を
図
る
観
点
か
ら
、時

宜
を
と
ら
え
た
支
援
を
今
後
も
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た

い
。な
お
、同
研
究
所
は
、２
０
２
３
年
９
月
頃
か
ら
、Ｊ

Ａ
Ｌ
、住
友
林
業
、イ
オ
ン
環
境
財
団
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
締
結
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い
る
が
、企
画
し
て
い
た

国
際
機
関
、政
府
関
係
機
関
、国
内
外
企
業
、法
人
、国
外

の
著
名
連
携
大
学
と
幅
広
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結

す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

（
８
）次
年
度
以
降
の
案
件
調
査
費
・
予
備
費

　

次
年
度
以
降
の
事
業
の
発
掘
や
検
討
の
た
め
の
調
査
費

用
お
よ
び
予
備
費

３
．国
際
協
力
に
関
す
る
講
演
事
業

（
１
）Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会【
継
続
】

　

本
件
早
朝
講
演
会
は
、会
員
を
対
象
に
、外
務
省
幹
部
、

在
外
大
使
等
に
よ
る
時
局
の
日
本
の
外
交
課
題
や
激
動
す

る
国
際
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
質
の
高
い
内
容
の
話
題
を
提

供
す
る
講
演
会
と
し
て
、参
加
者
か
ら
評
価
が
高
い
。本
件

講
演
会
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
諸
活
動
を
展
開
す
る
上
で
欠
か
せ

な
い
事
業
で
あ
り
、今
後
と
も
会
員
の
期
待
に
沿
え
る
よ

う
に
毎
月
１
回（
８
月
を
除
く
）企
画
し
て
行
く
。コ
ロ
ナ

禍
の
下
、２
０
２
１
年
５
月
に
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

を
導
入
、以
降
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
同
時
開
催
を

し
て
お
り
、参
加
者
か
ら
の
需
要
も
高
く
、評
判
も
良
い
た

め
今
後
も
暫
く
継
続
し
て
同
時
開
催
す
る
。

（
２
）国
際
協
力
懇
話
会【
継
続
】

　
（
１
）と
同
様
に
、テ
ー
マ
は
外
交
課
題
・
国
際
情
勢
等
で

あ
る
が
、参
加
者
を
20
名
前
後
と
し
た
小
規
模
の
懇
話
会

を
年
３
回
程
度
実
施
す
る
。

４
．留
学
生
奨
学
金
事
業【
継
続
】

　

ザ
ビ
エ
ル
高
校（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
）に

は
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
が
中
心
で
は
あ
る
が
、パ
ラ
オ
及

び
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
か
ら
も
最
優
秀
の
生
徒
が
入
学
す
る
。

卒
業
生
と
し
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
モ
リ
元
大
統
領
や

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
デ
ビ
ッ
ド
・
カ
プ
ア
前
大
統
領
等
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
。Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
上

智
大
学
と
協
力
し
て
開
始
し
た
こ
の「
留
学
生
制
度
」に
つ

い
て
は
、３
カ
国
の
首
脳
の
間
で
極
め
て
高
い
評
価
が
得
ら

れ
て
い
る
。

　

上
智
大
学
・
ザ
ビ
エ
ル
高
校
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
間
で
締
結
し

た
留
学
生
協
定
に
基
づ
き
、２
０
１
４
年
９
月
か
ら
下
記

の
表
の
と
お
り
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
出
身
者
を
中
心
に

ザ
ビ
エ
ル
高
校
の
卒
業
生
が
上
智
大
学（
学
部
生
）に
入

学
し
て
い
る
。２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
５
年
６
月
ま
で

の
間
に
７
名
が
卒
業（
学
士
号
取
得
）し
た
。２
０
２
１

年
、２
０
２
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
わ
る
渡

航
制
限
な
ど
を
考
慮
し
、受
け
入
れ
中
止
と
な
っ
た
が
、

２
０
２
３
年
よ
り
再
開
。現
在
４
名
が
在
学
中
で
あ
り
、

今
年
度
９
月
に
は
２
名
の
新
入
生
の
入
学
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　

ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
は
、日
本
で
の
留
学
中
に
上
智
大
学

で
勉
強
に
励
む
と
同
時
に
、過
去
に
は
広
島
で
の
上
智
大

学
ソ
フ
ィ
ア
会
の
年
次
大
会
や
佐
原
の
大
祭（
千
葉
県
香

取
市
佐
原
）に
参
加
、島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
へ
の
訪
問
等

で
、日
本
の
歴
史
・
文
化
・
社
会
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
る

な
ど
課
外
活
動
も
経
験
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、募
金
活
動
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、留
学
生

に
対
す
る
生
活
費
等
の
支
給
を
含
め
留
学
が
充
実
す
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
い
く
。（
な
お
、Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
旅
費
、生
活

費
を
負
担
、上
智
大
学
は
学
費
、寮
費
を
負
担
。）

評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員

石堂　一成	 東京コンサルティング株式会社　代表取締役社長

坂本　吉弘	 一般財団法人安全保障貿易情報センター　顧問（最終官職：通商産業審議官）

炭谷　茂	 社会福祉法人恩賜財団済生会　理事長（最終官職：環境省　事務次官）

島内　憲	 元 駐ブラジル連邦共和国特命全権大使

高原　明生	 東京女子大学　特別客員教授

廣野　良吉	 成蹊大学　名誉教授

本多　義人	 東神インターナショナル株式会社　名誉会長

蓑田　秀策	 一般財団法人 100 万人のクラシックライブ　代表理事

理 事 長
常 務 理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事

重家　俊範	 （最終官職：外務省　駐大韓民国特命全権大使）

田中　一成※	 （最終官職：外務省　駐マーシャル諸島共和国特命全権大使）

荒木　恵	 一般財団法人国際協力推進協会（APIC）　事務局長（最終官職：財務省　国際局付派遣職員（アジア開発銀行職員））

今野　秀洋	 一般財団法人貿易・産業協力振興財団　理事長（最終官職：経済産業審議官）

側嶋　秀展	 （最終官職：外務省　駐ミクロネシア連邦特命全権大使）

鳥飼　玖美子	 立教大学　名誉教授

村上　洋	 元 東レ株式会社 取締役／元 味の素株式会社 監査役

山本　達也	 エーオンジャパン株式会社　代表取締役社長

金成　憲道	 元 ドイツ証券株式会社　取締役会長

吉川　英一	 元 株式会社三菱UFJ 銀行　副頭取
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※2025 年 3月31日付で新たに就任



APIC では維持会員（法人会員・個人会員）を募集しております。

APIC 維持会員の皆様には毎月開催される外務省幹部・大使等による APIC 早朝国際情勢講演会
を自動的にご案内するほか、非会員で参加をご希望の方にもご案内を行っています。

詳細につきましては、APIC 事務局にご照会ください。

お問い
合わせ

場  所

時  間

The Okura Tokyo  会議場

午前 8:30 ～ 10:00（朝食付き）
TEL: 03-5577-2900

EMAIL: apicinfo@apic.or.jp
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